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生成AIについて



AI 人工知能の歴史

人工知能

機械学習

ディープラーニング

1956
人工知能
人間の知性を複製または超えることができるインテリジェントな機

械の作成を目指すコンピュータサイエンスの分野

1997

機械学習
機械が既存のデータから学習し、そのデータを改善して意思決定

や予測を行うことを可能にするAIのサブセット

2017

ディープラーニング
ニューラルネットワークの層を使用してデータを処理し、意思決定を

行う機械学習技術

2021

ジェネレーティブ （生成）AI
プロンプトまたは既存のデータに基づいて、新しい書類、画像、およ

び音声のコンテンツを作成
ジェネレーティブ AI
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文章を作成する仕組み：大規模言語モデルとは

日本 の 首都 は

GPT-3/3.5/4

東京
「次単語予測」が可能

大規模言語モデル（Large Language Model, LLM）
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生成AIに用いられる大規模言語モデルの進化

GPT-1
OpenAIによって開発された言語モデル。

テキストを与えられた後、一貫した自然言語を生成できる深層学習ツールで、人工知能技

術のブレークスルーと見なされている。800 万の Web ページを学習。

機械が人間の言語を理解し、人間のような応答を生成できるようになった。

GPT-2
OpenAIによって開発された言語モデル。

40 GB の Web ページで構成されるより大きなデータ セットでトレーニングされた。

GPT-3
さらに改良が進められ、570GB以上もの文章（コーパス）と1,750億個ものパラメータからな

る大規模言語モデル（Large Language Model, LLM）。

GPT-3 は GPT-2 より語彙が多いため、より複雑な言語をよりよく理解でき、さらにトピックか

ら外れた応答を生成する傾向がないのが特徴。

GPT-4
さらに大きなデータセット (公開されていない) でトレーニングされ、統一司法試験

（MBE+MEE+MPT）で上位10%に入るレベルにまで成長。

マルチモーダル(画像からテキストやテキストから画像)が可能になった。

Microsoftの応答エンジンBingは GPT-4 を使用
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Bing Image Creator Demo
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“日本のおじさんと猫” “日本の社長のアニメ風イラスト”



Copilot = 副操縦士

メインパイロットは人。

MicrosoftのAIは

副操縦士として

あらゆるビジネスをサポートします。



新しいAI-Microsoft 365 Copilot

副操縦士（コパイロット Copilot)

が、人々の生産性向上をサポート

〇Word:

• 書きたいことを箇条書きで伝えるだけで文書を代筆

• チャットで伝えるだけで文章の構成やデザインを変更

〇PowerPoint：

• Word等のファイルを読み込ませて、これを自動でスライド化し、スクリプトも作成

• チャットで伝えるだけでスライドやアニメーションを追加・修正

〇Excel: 

• 売上データのリストから、自動で表やグラフを作成

• チャットで伝えるだけで、様々な角度からデータを分析

〇Teams：

• 会議の議事録、懸案事項、アクションアイテム等の自動作成

• 途中参加者の為に、会議中にリアルタイムで要約を提供

〇Power Platform Copilot / GitHub Copilot:

• チャットで伝えるだけで目的に沿ったコードを生成

• 反復プロセスの自動化や、簡易アプリケーションの作成
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責任あるAIについて



責任ある AI に対するマイクロソフトの取り組み 

AI カスタマーコミットメントを公開（2023年6月14日）

１．責任ある AI に関するMicrosoftの知見の共有

 Microsoftの責任ある AI の基準、AI 影響を評価するテンプレート・ガイドなどを公表して、お客様も同様のことができるように支援。

２．AI 保証プログラムの構築

 Microsoftは、NIST（米国国立標準技術研究所）が作成した、AIに関するリスク管理フレームワークの実施状況を公表。

 AIガバナンスに関する青写真と題するホワイトペーパーを公表して積極的に政府と連携。

３．お客様が責任を持って AI システムを実装できるようサポート

 パートナーと共に、お客様が独自の責任ある AI システムを展開できるよう支援するプログラムを立ち上げ予定。

2016

Satya Nadella

の表明

2017
Aether

委員会の

発足

2018
AI原則

の採用

2023
ホワイトペーパー

公表：

AIガバナンスに関する

青写真

2022
責任あるAI

の

基準公表

2021
 責任あるAI        

ダッシュボード

2019
責任あるAI

オフィス発足
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AIの規制アーキテクチャーの提案
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Applications

Machine Learning 
Acceleration Software

Powerful Pre-Trained 
AI Models

API Services

AI Datacenter 
Infrastructure

AI の最適なガバナンスの方法とは - News Center Japan (microsoft.com)

https://news.microsoft.com/ja-jp/2023/06/02/230602-how-do-we-best-govern-ai/


Transparency Note

https://learn.microsoft.com/en-us/legal/cognitive-services/openai/transparency-note#what-is-a-transparency-note



Media Provenance Tool

〇その画像等が「AI によって生成されたかどうか」などを人が確認できる

ようにするため生成元 (origin) に関するメタデータを署名する暗号化技術

〇MicrosoftはCoalition for Content Provenance and Authenticity

(C2PA)の共同創設者で、Media Provenance ToolはC2PA規格に準拠

〇Microsoft Designer や Bing Image Creator に導入予定

Microsoft Build brings AI tools to the forefront for developers - The Official Microsoft Blog
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https://blogs.microsoft.com/blog/2023/05/23/microsoft-build-brings-ai-tools-to-the-forefront-for-developers/


知的財産権・著作権について



オープンソースの飛躍の次に
目指すはオープンデータの飛
躍

歴史的に、知的財産は保護と
例外を通じて、イノベーショ
ンを促進

AIによる社会課題解決とイノ

ベーションを進めるためには、
データへのアクセスとデータ活
用の連携が必要

Making IP a force-enabler for solving big problems - Microsoft On the Issues

イノベーションのための知的財産の原則

5つの原則:フォーカス、連携、
バランス、適応性、透明性

https://blogs.microsoft.com/on-the-issues/2023/02/16/responsible-ai-ip-principles-future-innovation/


ありがとうございました
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